
1/5　景気ウォッチャー調査（令和６年７月調査）― 中国（先行き）―

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ ＊ ＊

○
一般小売店［洋裁附属
品］（経営者）

・今より少し涼しくなれば、外出する人が少しずつ増加する。

○

百貨店（広報担当） ・高額品の動きが引き続き堅調であり、夏ボーナス、今春の賃上げ
効果が徐々に出てきていると見受けられる。また、８月から10月に
は政府による電気・ガス代の補助金が再開するため、景気はやや良
くなるとみられる。

○

百貨店（売場担当） ・秋からの行楽や外出シーズンは、前年より良い状態で迎えられる
と予想する。大手米国紙で行きたい街として選ばれ、良いシーズン
を迎え、ますます人流が活性化する。

○

スーパー（業務開発担
当）

・季節要因が大きく、暑くなれば、調理に時間を掛けない総菜や冷
麺・そうめん類、水分を多く含むスイカなどが前年より早く伸びて
くる。

○ 家電量販店（店長） ・季節商材と旅行関連の動きが良い。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・生産停止の解除、商品改良、新型車発売など、景気に関する前向
きな要素が増えている。

○

乗用車販売店（営業担
当）

・ここ数か月の景気の状況が良かったため、現在は逆風を受けてい
るが、策を打って乗り切りたい。今後の市場の景気状況に期待して
いる。

○
高級レストラン（事業戦
略担当）

・予約状況が良い。

○
一般レストラン（経営
者）

・夏のボーナス支給後は少し景気が良くなると考えられるが、物価
高もあるため、良い状況は長くは続かない。

○ バー（経営者） ・景気が徐々に回復している傾向がみられる。

○
都市型ホテル（宿泊担
当）

・レジャー客の動きが活発になる見込みであり、インバウンドの増
加に期待している。

○

都市型ホテル（総支配
人）

・夏場の猛暑予想により足元は伸び悩むが、例年10月以降はＭＩＣ
Ｅのシーズンを迎え、先行予約も堅調に推移している。また、来年
秋のテレビドラマの主人公が当地にゆかりのある人物に決定したた
め、今後の露出の高まりによる観光需要の増加を期待する。

○
旅行代理店（支店長） ・団体旅行は国内を中心に若干受注が増加する見込みだが、個人旅

行の秋需要回復に期待する。

○
テーマパーク（営業担
当）

・猛暑で閑散期に入るが、中学生以下の無料化開始で平年以上を見
込む。

○
テーマパーク（業務担
当）

・秋からアウトドアシーズンに入り、週末の予約は上々である。雨
予報が出ない限り、来客数は前年並みとなる。

○
観光名所（観光振興担
当）

・９月から３か月間イベントをする。

○ 設計事務所（経営者） ・来場者数の増加が見込めるため、景気は少し良くなる。

□

商店街（代表者） ・商店街に出店問合せが増えてきている。新しい業種や商店街にな
かった年齢層の集客につながる店舗が増えると街の雰囲気も変わる
かもしれない。最近、飲食店の開店があったので、それに期待す
る。

□
商店街（理事） ・天候不順が続き、景気が良くなる材料が余りないため、厳しい状

況が続く。

□
一般小売店［食品］ ・販売数量と来客数は減少しているが、単価が上昇しているため現

状維持の状況が続くとみられる。

□
一般小売店［茶］（経営
者）

・先行きは不安である。

□ 百貨店（広報担当） ・特に景気が改善する要因が見当たらない。

□

百貨店（営業担当） ・メーカーは売上がかなり増えないと、多くの商材を製造できな
い。期間限定で開設される店で一時的に売上が増加しても、既存ブ
ランドの売上が増加しないため厳しい。

□

百貨店（営業担当） ・物価高の影響もあり、しばらくの間、景気に回復の見込みはない
とみられる。本当に必要な商品しか購入しないという客の意識は変
わらない。

□ 百貨店（営業担当） ・景気に明るい兆しがみえない。

□ 百貨店（外商担当） ・今後も特に大きな変化はなく、前年並みで推移する。
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□

百貨店（売場担当） ・減税やボーナス支給などで、消費マインドが高まる方向になるは
ずだが、客単価や販売金額になかなか反映していない。当面はこの
傾向が続く。

□
百貨店（総務・経理担
当）

・現段階で景気が良くなる特殊要因は見当たらない。

□
スーパー（店長） ・ようやく来客数が前年を上回ったが、今後は現状を維持するのが

精一杯である。

□
スーパー（店長） ・秋にパート賃金の上昇があるが、物価上昇もあり景気が回復する

とは考えにくい。

□

スーパー（店長） ・前年よりは、回復傾向となる見通しもあるが、基本的な部分の来
店頻度は変わらないとみられる。猛暑による影響がどちらに転ぶか
は不明だが、大幅に回復する要因は現状では見当たらない。購入が
低単価の商品に集中しても、点数の増加にはつながらないとみられ
る。

□ スーパー（総務担当） ・天候の影響もあり、景気に回復の兆しがみられない。

□ スーパー（販売担当） ・客の節約志向は根強く、お買い得品目当ての客が多い。

□
スーパー（販売担当） ・物価が上がり続けており、補助金等も多くは見込めず、出費より

も貯蓄に回ると考える。

□

コンビニ（エリア担当） ・前月の終わりから少し増加した工事関係者が、たばこや弁当を購
入しているため、全体の売上が押し上げられている。ただし、この
状況がいつまで続くか分からないため、今後は景気がどうなるかは
分からない。

□

コンビニ（エリア担当） ・政府の電気・ガス代の補助金が再開するが、期間限定であるため
大幅な改善はないと考えられる。賃金が上がっても物価高騰には追
い付いていない。

□

コンビニ（副地域ブロッ
ク長）

・コロナ禍が明けての来客数の上昇は落ち着いており、現状の問題
は単価の改善である。店舗ごとのファーストフードの製造を強化す
ることで利益率の改善を図ることも大切になっている。

□ コンビニ（支店長） ・大幅に消費が拡大する要因が見いだせない。

□
衣料品専門店（経営者） ・今月も客と一緒に着物で祭りに出掛けるなど、客が外出する機会

が徐々に増加している。

□ 衣料品専門店（代表） ・１度きりの定額減税で景気回復する見込みはない。

□
家電量販店（店長） ・暑い時期が長く続きそうなので、エアコンの買換えや増設に期待

している。

□ 乗用車販売店（統括） ・メーカーの供給量がまだ足りていない。

□ 乗用車販売店（店長） ・新型がなく、既存の製品だけでの勝負になる。

□
乗用車販売店（業務担
当）

・限られた車種での販売では今後も現状が継続していくとみる。

□
その他専門店［時計］
（経営者）

・当店が扱う商品はいわゆる買回品で、なかなか売上増加とまでは
いかないと考える。

□
その他専門店［土産物］
（経営者）

・いろいろな商品の価格が上がっており、観光をしても土産などの
出費は控え気味となる状況が続くとみられる。

□

その他小売［ショッピン
グセンター］（支配人）

・円安、株安、猛暑等、不明瞭な与件が多い。

□

その他小売［ショッピン
グセンター］（管理担
当）

・今後の天候にもよるが、気温が高いと外出を控える客が多くなる
と推測される。近隣でのイベントによる相乗効果を期待している
が、気温が高くシャワー効果が薄い状態である。また、物価の上昇
イメージが根付いているのか、高額商品やまとめ買いの客が少な
く、客の財布のひもは固くなっていると感じる。

□
一般レストラン（経営
者）

・対策をしても同じことの繰り返しで明るい兆しがみえない。

□

一般レストラン（店長） ・天候は何とも言えないが、インバウンドは比較的好調で、順調に
予約も入っているため、ある程度、前年同様の売上は確保できると
考えられる。

□
観光型ホテル（営業担
当）

・今年の将来景気は読みにくい。

□
観光型ホテル（副支配
人）

・秋の行楽シーズンに向けて、年配者の日帰り宴会の予約が順調に
入っている。

□
タクシー運転手 ・景気が悪くなるとは思わないが、良くなる明確な要因も見当たら

ない。
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□

通信会社（企画担当） ・身の回りの物価上昇は続いているが、客がそれに慣れてきている
のか、家計を引き締めるだけではないようであり、今後もこの傾向
が続くと予想する。

□
通信会社（営業担当） ・円安が落ち着いたとしても、市場にその効果が表れるまで時間が

掛かる。

□
放送通信サービス（総務
経理担当）

・定額減税、電気・ガス代の補助金で家計補填がされるが、その影
響は未知数である。

□
ゴルフ場（営業担当） ・天候に左右されると考えるが、９月以降の予約状況は前年より若

干良いため、少し来場者が伸びると予測している。

□
競艇場（企画営業担当） ・売上は現状からほぼ横ばいとなる。

□

美容室（経営者） ・２～３か月では、客が極端な節約に走ったり、客の給料が大幅に
増加して生活のレベルが向上したりすることがないため、景気は変
わらない。

□ 美容室（経営者） ・景気が良くなる様子が全くない。

□
設計事務所（経営者） ・建築業界の人手不足と建築費高騰により、引き合いがあってもな

かなか前に進まない。

□
住宅販売会社（従業員） ・今後の景気を左右するような大きな展望が見当たらない。

□
住宅販売会社（事業推進
担当）

・関連業者へのヒアリングでは、景気が更に悪くなる可能性はある
が、良くなる見込みは皆無であるとの意見が多い。

□
住宅販売会社（住宅設計
担当）

・顧客の情報量に大きな変化がみられず、回復兆候がない。

▲
商店街（代表者） ・新型コロナウイルス感染症の影響が色濃く残っており、客が来店

しても商品を購入してもらえない。

▲
商店街（代表者） ・物価上昇の影響で、客の節約志向が予想以上に続いている。

▲

一般小売店［眼鏡］（経
営者）

・円安から円高になっても、１度上がった固定費や商品価格は下が
らない可能性が高く、逆に借入金利が上がり、経営を圧迫するので
はと懸念する。

▲
一般小売店［印章］（経
営者）

・猛暑の時期は仕方ない。秋風が吹くまで我慢しかない。

▲
スーパー（店長） ・客が買い控えし、買上点数が前年を大幅に下回っているが、客単

価は前年を上回っている。

▲
スーパー（店長） ・電気料金の高騰等で客の節約志向が強まっており、割引日などに

客が集中している。

▲

スーパー（営業システム
担当）

・９月から10月と値上げの連絡が多数ある。電気料金など生活に必
要なものの物価の上昇が止まらず、食品関係の消費の増加は厳し
い。雑貨関係も消耗品はこれまで以上により安価な商品を選ぶよう
になるとみられる。

▲

スーパー（財務担当） ・物価の上昇により、客の節約志向がますます強まり、低価格志向
による買い回りと１人当たりの買上点数の減少により、売上が低下
する。

▲
家電量販店（販売担当） ・暑さが落ち着くと売上が落ちてくる。

▲
家電量販店（企画担当） ・今は暑いため、一時的に季節商材が売れているだけで、８月以降

は売上が伸びない。

▲
家電量販店（副店長） ・エアコン需要がなくなったとき、売上が低迷するとみられる。来

客数が伸びていないのも課題である。

▲
乗用車販売店（リース担
当）

・景気が良くなる話を聞くことがないため、今後、景気は徐々に悪
くなる。

▲

乗用車販売店（営業担
当）

・車両生産納期は回復し、新型車の発売も好調である。しかし、車
両本体価格や用品の値上げがあり、見積金額に驚き、慎重になる客
が多い。今後の販売台数に影響を与えることが懸念される。

▲

乗用車販売店（店長） ・半期決算時期であるが、マンパワーが足りていない。今はフォ
ローできている状況であるが、拡販時期の業績拡大には課題が残っ
ている。

▲
自動車備品販売店（経営
者）

・輸入製品を多く使用しているため、円安により原価の上がり方が
売上より早いため利益を圧迫している。

▲
その他専門店［和菓子］
（経営者）

・更に暑くなると、景気に悪影響が出る。
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▲

一般レストラン（経営
者）

・７月に入り、輸入食材の主軸である牛肉や豚肉が再度値上がりし
たが、対応が追い付かず、利益の確保が困難になっている。今後２
～３か月は売上が減少する時期であり、10月に従業員の平均時給の
引上げを実施すると、経営面でかなり苦戦する。

▲
都市型ホテル（総支配
人）

・レストランの需要が弱い点に加え、８～９月の宿泊の予約ペース
も前年と比べ落ちてきている。

▲
旅行代理店（経営者） ・海外旅行は元々円安で激減していたが、国内も天候不順により旅

行取消しが続出している。

▲

タクシー運転手 ・観光が好調で、高額なボーナスが支給されたようなので、多少景
気が良くなることが期待できるが、良いことは余り続かないため、
景気はやや悪くなる。

▲
タクシー会社（営業所
長）

・お盆を迎え、移動が減るなか、観光も他地域と比較し目玉となる
ものがなく、期待が持てない。

▲
通信会社（工事担当） ・新型コロナウイルスの感染拡大により、景気は良くならない。

▲ 通信会社（広報担当） ・物価高騰により、余り購買行動につながらない。

▲

美容室（経営者） ・光熱費を含め、物価高騰の影響が少しずつ出ているようである。
賃金の上昇よりも物価高騰や増税の影響の方が大きいため、景気は
やや悪くなる。

▲
設計事務所 ・設計を進めても工事を引き受ける枠が限られていて、待ち状態に

なると想定される。

×
住関連専門店（営業担
当）

・この１年間、客の動向はほとんど変わらない。

◎
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・秋に向けて増産する予定である。

○
化学工業（総務担当） ・自動車業界を中心に徐々に業績が回復すれば、景気は少しずつ良

くなっていくものとみられる。

○
非鉄金属製造業（業務担
当）

・自社の資材調達や設備投資等を抑制している雰囲気ではない。

○ 輸送業 ・受注が増えている。

○
金融業（経済産業調査担
当）

・賃上げの顕在化や休暇を通じて、個人消費がやや持ち直すと予想
する。

□ 農林水産業（従業員） ・景気が好転する要素がない。

□ 繊維工業（財務担当） ・金利の上昇による経済効果が不透明である。

□

木材木製品製造業（経理
担当）

・一部で住宅市場の回復はみられるが、勢いは小さく、現時点では
変わらない状態が続く。為替動向や金利の上昇も今後の景気を左右
すると考える。

□ 化学工業（総務担当） ・景気は為替の動向が左右する。

□
窯業・土石製品製造業
（総務経理担当）

・一部の品種では輸出向け受注が下支えしているが、生産量の大き
な変動は見込めない。

□
鉄鋼業（総務担当） ・人手不足や物流の問題は継続的な課題であり、大きな変化はな

い。

□

金属製品製造業（総務担
当）

・工作機械業界は今年後半に向け上昇する見込みであると聞いてい
るが、案件は増えておらず、秋までは現状のまま推移すると想定し
ている。

□

一般機械器具製造業（管
理担当）

・円安や物価高の状況が大きく変動する要素が見つからない。ま
た、国内では人口減少による消費の減少もあり、景気が上向く傾向
がない。

□
一般機械器具製造業（総
務担当）

・受注量や販売量の動きに変化はない。

□
電気機械器具製造業（総
務担当）

・機械装置や電子部品実装等は中国などの現地経済も減速してお
り、当面は調整局面が続く見通しである。

□ 建設業 ・物価上昇が今後も続いていく。

□
建設業（経営者） ・設備投資の引き合いが減少していないため、金利が上がっても今

の状態は続く。

□
建設業（総務担当） ・価格転嫁や工期設定で、客に受け入れられやすい環境になってい

る。

□
輸送業（業務推進担当） ・特に景気に関する大きなプラス要素もなく、取引先に目立った動

きもない。

□ 輸送業（営業担当） ・秋の新規見積依頼等が少なく、大きな変化の兆しはない。

□

通信業（企画担当） ・客や取引先の様子を見る限り、計画的な購入や投資をしており、
現状は今後も変わらないと感じている。地政学リスクもこのところ
落ち着いており、しばらくは現状が継続するとみられる。

家計
動向
関連

(中国)

企業
動向
関連

(中国)
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□
不動産業（総務担当） ・賃貸住宅の需要が落ち着く時期となるため、景気は余り変わらな

い。

□

広告代理店（営業担当） ・賃上げや夏のボーナスにより、景気は多少持ち直しているようで
あるが、そうではない企業があるのも事実で、厳しい状況に置かれ
ているのは変わらない。

□
会計事務所（経営者） ・物価高や人手不足はますます悪化している。景気は短期的には回

復しない。

▲

食料品製造業（経営者） ・８月から９月まで暑い日が続くようで、秋冬商材の取扱時期が遅
くなることが懸念され、消費は減少し、厳しい状況が続く。

▲
輸送用機械器具製造業
（経理担当）

・販売先の内示情報から判断すると、景気はやや悪くなる。

▲
金融業（支店長） ・元請先からの価格転嫁は認められず、更なる原材料価格の高騰が

続けば景気は悪化する。

× － －

◎
民間職業紹介機関（人材
紹介・派遣担当）

・ボーナス時期もあいまって、問合せ件数は増加傾向にある。

○

求人情報誌製作会社（総
務担当）

・お盆を迎え、求職者による問合せの増加が期待できる。それに伴
い、企業の求人ニーズが高まり、広告費等の費用増を期待する。

○
学校［短期大学］（進路
指導担当）

・保育関係の就職活動が今月より活発化しており、今後はこの傾向
が続く。

□
人材派遣会社（事業部
長）

・労働市場に与える影響が大きい自動車生産は、今夏以降、余り強
気な計画が出ていない。

□
人材派遣会社（経営企画
担当）

・時給の上昇が続いており、今後、人材派遣の利用を控える企業の
動きが出てくるのではないかと予想している。

□

求人情報誌製作会社（広
告担当）

・今後も変わらず良い状況が続くとみられる。今年以上に金を掛け
なければ採用できないと考えている企業が増加しているようであ
る。１日仕事体験やインターンシップは８割の企業が実施する見込
みである。

□

新聞社［求人広告］（担
当者）

・一部の企業は今後も好調を維持すると見受けられるが、住宅、自
動車販売が振るわない状況がいずれ悪影響を及ぼすと予測される。
雇用状況も各業界で省力化が進行している。

□

職業安定所（職員） ・新規求職者数は前年同期と比べほぼ同数だが、有効求職者数は増
加しており、新規求人数や有効求人数は減少している。製造関係を
中心に雇用情勢改善の動きが弱まっており、最低賃金の大幅引上げ
が10月に控えていることもあり、先の見通しも明るくない。

□
職業安定所（事業所担
当）

・人手不足を背景に、企業の採用意欲がみられるものの、管内の状
況に大きな変化はなく、景気上昇の要因は特にない。

□

民間職業紹介機関（職
員）

・採用に難航しており、雇用に結び付いていないため、予定のプロ
ジェクト遂行が滞り、事業拡大に歯止めを掛けている。

▲
人材派遣会社（社員） ・求人数が減ってきたことに加え、求職者数も減少傾向でマッチン

グも厳しい状況が続く。

▲
求人情報誌製作会社（大
卒就職支援担当）

・採用者数が採用目標人数に達しない企業が出てくる。

▲
その他雇用の動向を把握
できる者

・賃金の上昇が物価の上昇に追い付いていない。景気上昇の好材料
が見当たらない。

× － －

企業
動向
関連

(中国)

雇用
関連

(中国)


